
プロジェクト提案会

介護・福祉の現場は面白い！

北海道の介護・福祉の業界で働く人、クリエイター、大学生など様々な立場の人たちが集まり

考えてきた、これからの生き方や介護・福祉の仕事をもっと面白くするプロジェクトをお披露

目します。スクール生とおしゃべりしながら楽しめる展示、老いても楽しめるゆるスポーツ体

験、3分タイマーのプレゼン大会など、札幌の地下広場でワイワイ開催します！ 休憩スペー

スもありますので、お買い物のついでにぜひお立ち寄りください。
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北海道デザインスクールに参加した約50名のスクール生が9つのテーマに分かれてつくりあげた、これまでの介護・

福祉の常識にとらわれない「これから」を体験型の展示や発表を通してお披露目します。また、「世界ゆるスポーツ協

会」とコラボして、子どもから高齢の方まで楽しめる未来のリハビリプログラムの体験も行います。

「これからプロジェクト展」 11：00 ～17：00

デザインスクールでつくりあげた9つのプロジェクトを展示や体験で

ご紹介します。

働く人を応援するアイデア

夜勤明け食堂であなたにごはん！　
～夜勤明けの疲れた身体と空腹にやさしい店とメニュー～

施設を地域に開くアイデア

地域と施設をつなぐ！うつわライブラリー
～器を借りに、気軽に介護施設へ～

好きで集まる施設づくりのアイデア

電車で老GO！
～鉄道オタクのための介護施設、徹底研究！～

老いのイメージを変えるアイデア

人生の先輩が案内！行先を間違える観光ガイド　
～認知症の人に導かれて、迷いながらも楽しい旅路を味わう～

老いの生き方を発信するアイデア

人生100年時代の理想の靴研究所　
～人生の終盤において本当に履きたい靴を作る～

施設の暮らしを豊かにするアイデア

北海道発！介護を豊かにする香りづくり　
～介護施設での暮らしに心楽しい香りを～

在宅介護者を支えるアイデア

在宅介護者を応援する三コママンガづくり
～飲み物とマンガで、介護の合間にほっとひと息～

自ら発信する人を増やすアイデア

SNSによる介護職員の情報発信研修　
～介護の魅力をSNSで発信するコツ教えます～

年の差のある友達をつくるアイデア

ファッションコーディネート大作戦
～みんなのファッションセンスであなたも大変身～

「3分プレゼン大会」 14：30 ～15：30

各チーム持ち時間3分で発表するプレゼン大会を開催し、コミュニティデザイ

ナーの山崎亮が「介護・福祉×デザイン」の視点から講評をお話します

プレイヤーの「トントン」という声に合

わせてステージが振動し、紙相撲力

士を動かすことができます。声を出

すことで、高齢者に必要な「喉のリハ

ビリ」になるスポーツです。

長いバーベルを、チームでどれだけス

ピーディに上げ下げできるかを競う

競技。軽いからといって、侮るなかれ。

タイミングが合わないとバラバラに

なる特殊なバーベルが、チームの結

束力を試します。

「老いても楽しめるゆるスポーツ体験」 11：00 ～17：00

これからの介護・福祉の仕事を考えるデザインスクールとは？

「これからの介護・福祉の仕事を考えるデザインスクール」は、介護・福祉人材の確保や介

護や福祉に対するイメージの向上を目的として全国8ブロックで開催しているワークショッ

プ形式のスクールです。介護・福祉の現場で働く人をはじめとして、クリエイターや学生、

その他多様な立場の参加者が混ざり合って「これから」を考えてきました。2018年8月か

らスタートしたスクールでは、全国で450人が参加し、70の企画が生まれました。全国で

誕生した70の企画は、３月に開催される東京での展覧会でお披露目されます。

https://korekara-pj.net/school/

主催：株式会社studio-L 　平成30年度厚生労働省補助事業 　問合先：kaigo_ho@studio-l.org

日時：2019年3月21日（木）～ 25日（月）10:00 ～ 20:00

会場：3331 Arts Chiyoda 1Fメインギャラリー

1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学大学院修了。博士（工

学）。建築・ランドスケープ設計事務所を経て、2005年にstudio-Lを設立。地域の

課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。まちづ

くりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型のパークマネジ

メントなどに関するプロジェクトが多い。著書に『ふるさとを元気にする仕事（ちくま

プリマー新書）』、『コミュニティデザインの源流（太田出版）』、『縮充する日本（PHP

新書）』、『地域ごはん日記（パイインターナショナル）』など。

山 崎  亮
studio-L代表／コミュニティデザイナー／社会福祉士
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東京で開催
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